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講演概要等 

 2011 年の東北地方太平洋沖地震に伴う津波被害の衝撃は日本海側での津波被害に対する危機感

を高めた．日本海沿岸地域の中でも山陰地域はそもそも津波の影響を受けにくい地域ではあるが，

境港や松江市美保関町，隠岐諸島には，1833 年山形・庄内沖地震に伴う津波襲来の伝承がある．ま

た，日本海中部地震の際には，場所によって 2 m を越える津波が襲来している．これまでに襲来し

た津波波高のデータやシミュレーションの結果から，日本海東縁で発生した津波の波高が，島根半

島の周辺で局所的に高くなることが知られている．このことは山陰地域における，津波への対策の

必要性を示している．今後の山陰地域での津波防災を考える上では，何年前に，どのくらいの規模

の津波が襲来したかを，基礎的な情報として把握することが重要である．そのためには海岸に隣接

する平野において，地下の堆積物を採取して，津波堆積物の有無を調べる必要がある． 

 これまでに実施した調査では 1833 年に襲来した津波に由来すると思われる堆積物が米子市大篠

津町から見つかり，1800 年代前半の海岸線の位置から 1kmほど内陸の地点にまで，その堆積物が広

がることが示された．このほかにも鳥取県内の数カ所から津波由来の可能性のある堆積物が検出さ

れた．現在は日本海地震・津波調査プロジェクト(文科省のプロジェクト．東大・地震研が主導)の

一環として，島根県，鳥取県での調査を実施している．この講演ではこれまでの調査成果に加えて，

調査方法や津波由来の堆積物をどのように認定するかを解説する． 


